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損
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損
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螢
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損
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と
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入
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販

費
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記

め

　

録
計
算
す
る
方
法
是

で
あ
る
。
然
る
に
低

の
方
法
に
依
る
と
き

は
商
品
勘
定
の
内
容
は
財
産
的
計
数

と
損
益
的
計
数

と
の
混
合

艦

と
な
り
、
之
が
爲

め
に
簿
記

の
濁
立
及
完
全
を
紡
ぐ
る

一
大

訣
黙

と
な
り

、
又
商
業
的
企
業
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管

に
必
要
な
る
商
品

の
仕
入

及
販
貢

の
線
願
文
は
純
顧
た
る
計
数
を
知

る
こ
と
困
難
で
あ
る
。

の
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に
商
品
勘
定
の
性
質
を
純
粋
な
ら
し
め
且
つ
商
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的
企
業
繧

の

誉
に
必
要
な
る
統
計
的
計
敬
を
知
る
爲
め
に
後
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の
方
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が
案

出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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商
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ざ
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入
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販
費
償
格
を
計
算
せ
ね
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な
ら
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前
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即
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販
費

の
場
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の
仕
入
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格
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知

る
こ

と
は
人
な
る
手
数
な
し
に
決
定
す
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と
を
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四
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の
販
費
に
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し
て
次
の
計

算
が
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す
る
も

の
と
假
寇
す
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。
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の
如
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と
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此

の
雛
形
中

の
商
品
勘
定
1
は
商
品
財
産
勘
定

に
し
て
此

の
勘

定
は
常

に
棚
卸
な
し
に
其
残
高
は
商
品
在
高
を
示
し
、
商
品
勘

定
11
は
商
品
損
金
勘
定
に
し

て
常
に
費
買
損
盆
を
現
は
す
。
乍

然
、
其
手
績
は
實
際

は
次

の
如
く
し

て
行
は

れ
る
。
即
ち
各

々

の
商
品
販
費
毎
に
販
費
商
品
を
仕
入
贋
格
に
て
計
算
す
る
借
方

記
入
が
先
ず
爲
ざ
れ
、
次
に
販
費
商
品
を
販
費
償
格
に
て
計
算

す
る
貸
方
記
入
が
爲

さ
れ
る
。
斯
く
し
て
共
等
計
数

の
合
計
は

年
度
末
に
於
け

る
販
費
商
品

の
販
費
償
格
及
仕
入
償
格
を
示
す

の
で
あ
る
。
乍
然

、
此
の
方
法
は
軍

一
混
合
商
品
勘
定

に
於
て

り

も
之
を
駕

す

こ
と
を
得

る
。
帥
ち
次

の
如
く

で
あ

る
。

mannischeBuchhaltung.1929・S.69

1)詳 細 な る 雛 形 はLeitner,DieDoppe

】id.LS.249に あ り
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後
者
即
ち
仕
入
の
場
合
に
於
て
商
品

の
販
費
憎
格
を
難
る
こ
と

は
大
.な
る
手
数
な
し
に
決
定
す
る
こ
と
を
得

る
。

前
に
示
し
た
る
勘
定
に
於
て
假
定
し
た
る
三
つ
の
仕
入
に
射

し
て
次

の
計
数
が
妥
當
す

る
も

の
と
假
寇
す
る
。

即
ち
次

の
如
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で
あ
る
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は
勘
定

の
計
算
は

「
致
せ
ざ
る
を
以

て
f
あ
る
。
乍
然
、
前
記

の
勘
定
は
此

の
誤
謬

の
源
の
範
園
を
認
識
せ
し
め
る
長
所
を
有

す
る
薦

め
小
費
企
業

に
於

て
廣
く
利
用
し
得

る
の
で
あ
る
。

三

以
上
を
以

て
0。
。}旨

巴
窪
冨
算
氏
の
所
説

の
大
要
を
紹
介
し
了

へ
.た
。
之
に
依

っ
て
考
察
す
れ
ば
同
氏
の
提
案
す
る
商
品
勘
定

の
損
益
分

記
法
は
商
品

の
仕
入
儂
格
を
基
と
す
る
庭
理
方
法
と
、

商
品

の
販
宙買
償
格
を
基
と
す
る
塵

理
方
法
と
の
二
つ
で
あ
る
σ

而
し

て
前
者

の
方
法
は
上

に
述
べ
た
る
が
如
く
商
品
勘
定
1
に

於

て
は
其
借
方
に
年
度
初
商
品
在
高
及
年
度
中
の
仕
入
商
品

の

仕
入
憤
格
を
記
入
し
、
其
貸
方
に
販
費
商
品
の
仕
入
償
格
を
記

入
し
、
商
品
勘
定
H

に
於
て
は
.
其
借
方
.に
販
費
商
品

の
仕
入

悟
格
を
記
入
し
、
其
貸
方

に
販
費
商
品
の
販
費
償
格
を
記
入
し

以

て
轡
曾
夙損
益
を
計
算
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
商

品
勘
定
1
は
純
粋
な
る
財
産
勘
定
で
あ
り

、
商
品
勘
定
11
は
純

粋
な
る
損
益
勘
定
な
り
と
説
明
す

る
。
乍
然
、
販
費
商
品

の
仕

入
憤
格
は
如
何
な
る
方
法
で
爲
さ
れ
る
か
に
關
し

て
は
殆
ん
ど

記
述
が
な
い
。
故
に
之
を
實
際
に
適
用
す
る
場
合
に
は
省
攻
究

中間
口叩勘
定
の
損
金
分
一記
法

す

べ
き
問

題

が
あ

る
。
後
者

の
方
法

は
上

に
述

べ
π

る
如
.く
商

品
勘

定
1

に
於

て
は
共
借
方

に
年
度
初
商

品
在
高

及
年
度

中
仕

入
商

品

の
仕

入
償
格

を
記
入
し

、
其
貸
方

に
仕
入
商

品

の
販
費

償
格

を
決

定

し

て
記
入

し
以

て
責

買
損

谷
を
計
算

せ
ん

と
す

る

も

の
で
あ

る
。

換
言
す

れ
ば
商

品
勘
定

1

に
於

て
は
借
方
計
敬

た

る
原
費

を

以

て
貸
方
計
撒

た

る
収

益
を
得
た

る
も

の
と
假
寇

す

る
。
從

っ
て
北
ハ貸
借

差
額

は
費

貫
損

益
を
示
す

べ
き
筈

で
あ

る
。

然

る
に
貸
借
差
額

五
六
〇
〇

M

の
内

七
〇
〇
M

は
、
年
度

末
商

品
在
高

に
關

す

る
計
敏
な

る
薦

め
之

を
貸

方
計
敏

よ
り
控

除

せ

ね
ば
な
ら

ぬ
。
故

に
費
買

損
釜

は
四
九

〇
〇
M

と
な

る
。

反
之

、
商
品

勘
定
11

に
於

て
は
其
借

方

に
商
品
勘

定
1

の
貸
方

十

敦
ヒ

己
太

く

土
、黛
ケ

τ
ま
反
薯
賄

吊
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費
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乱
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二二r
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ノ
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f
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r
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し
以
.て
商
品
在
高

を
計
算

せ
ん

と
す

る
も

の
で
あ

る
。
換
言

す

れ
ば
商
品
勘

定
11

に
於

て
は
商
品
勘

定
1

の
貸
方

計
撒

を
以

て

商

品
を

仕
入

れ
貸
方
計
数

を
以

て
販

費

し
た

る
も

の
と
假

寇
す

る
。
從

っ
て
其

貸
借
差
額

は
商
品

在
高
を

示
す

べ
き
筈

で
あ

る
。

然

る
に
貸

借
差
額

二
六
〇

〇
M

の
内

七
〇
〇
皿

は
年
度

末
商

品
在

高

と
し

て
貸
借

対
照
表
上

に
記
入
し
能
は

ざ

る
計
数

な

る

第
三
十
一二
巻

山ハ
〇
九

第
四
號

一
三
一二
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助
郷
不
勤
滞
金
の
虞
分

薦

め
之
を
控
除
し
て
、
年
度
末
商
品
在
高

一
九
〇
〇
M

と
な
る
。

商
品
勘
定
1
は
仕
入
部

の
勘
定

、
商
品
勘
定
11
は
販
費
部

の
勘

定

と
看
做
せ
ば
其
記
入
項
目
は
容
易

に
即
解

し
得

る

で

あ

ら

う
。
乍
然

、
之
を
實
際

に
適
川
す
る
場
合
に
は
省
攻
究
す
べ
き

問
題
が
あ
る
。
　即
ち
先
ず
仕
入
商
品

の
販
費
償
格

の
決
定
、
次

に
割
引
値
引

の
問
題
、
更
に
年
度
末
商
品
在
高

の
決
定
等
是

で

あ
}㍗然

れ
ど
も
大
禮

に
於

て
前
者

の
.万
法
は
販
費
商
品
の
販
費
罐

格
を
決
定
し
得
ざ
る
企
業
に
遭
刑
し
得

べ
く
、
彼
者
の
分
注
は

販
費
商
品

の
販
費
横
構
を
決
定
し
得

る
企
業
に
適
用
し
得

べ

く
、
教

へ
ら
れ
る
顯
多

々
あ
り

と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
若
し

そ
れ
販
費

の
際

、
販
費
商
品
の
仕
入
贋
格
が
判
明
せ
ざ
る
と
か
、

叉
は
調
査
す

る
を
手
敬
な
り
と
し
、
或

は
綴
金
販
費

の
際
販
費

商
品

の
仕
入
.假
格
が
判
明
し
居

る
も
分
解
記
録
す
る
こ
と
の
手

数
な
り

と
し
て
.
商
品
勘
定

の
損
益
分
記
法
を
等
閑
に
附
す
る

が
如
き
從
來
〃薄
認
童
回
の
能
脚度
は
#
μ
だ
{遺
械
瞳な
り

と
言
は
ざ
る
を

得
な
い
。
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一
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